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3 山岳地域の保全・利用計画策定のためのガイドラインに関する今

後の課題 
 第３回検討会では、ガイドライン案を巡って様々な意見があった。 

以下、主な意見を類型化してまとめ、今後（来年度）の課題として整理した。 
 

☆ガイドラインの目的、性格について 

・ガイドラインの目的を明確にすべきである。 

・ガイドラインの中で、入山規制、費用負担、ゾーニングの必要性などを明らかにしてい

きたい。 

・ガイドラインの冒頭に、なぜガイドラインが必要か明確にすべき。 
 

☆ガイドラインの判りやすさについて 

・理解しにくいので、判りやすくする努力が必要。 

・一般の人が理解できないと世の中に受け入れられない。 
 

☆ゾーニングの必要性について 

・何のためにゾーニングするのか判りにくい 

・ゾーニングという言葉がしっくり来ない 

・利用のタイプで行うゾーニングは、利用のあり方を限定すると取られかねない。 

・山をゾーニングすることに抵抗がある。 

・ゾーニングは、現在のことだけを考えて行うものではないことを明らかにするべき。こ

れからにも対応できるよう、ゾーニングは必要。 

・ゾーニングは、計画のスタートと考えている。 

・区分して整備していくことの必要性も求められている。 

・現実に利用形態が混在している例もある。 

・ゾーニングは、地域名で表した方がいいのではないか。 
 

☆ゾーニングと整備水準について 

・施設整備が利用実態にあっているか、必要なレベルにしていくことも必要。 

・ここからは危険であることなどを示す必要がある。 

・車イス利用や、お年寄りの利用をに適した整備水準も考える必要がある。 

・登山道のレベル分けは必要と思う。 

・登山者もそれぞれのところで期待するものが違う。 

・日本の国立公園ではゾーニングしていくと当てはまらない現実がある。 

・散策地域と登山をする地域は大きく分けられると思う。 
 

☆計画を策定の必要性 

・考え方として、こういうものがあることを示していかなければならない。 

・ゾーニングと整備水準を考えると、登山利用地区を分割することになる。 


